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このガイドについて 

このューザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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1 マルチメディア ハー ドウエアの使用 


オーディオ機能の使用 

次の図と表で、お買い上げのコンピュータの才ーデイオ機能について説明します。 





◎⑥ 


名称 


説明 

(1) 

内蔵マイク （ X 2) 

を記： 一部のモデルでは、装備されている巧 
蔵マイクは 1 つのみです。 

サウンドを録音したり、ビデオ会議および VoIP (Voice Over 

IP) 巧のサウンドを送信できます 

(2) 

ミュートボタン 

コンピュータのサウンドを消音（ミュート）したり元に戻したり 
します 

(3) 

音量スクロールゾーン 

スピーカの音量を調整します 



• 音量を下げるには、音量スクロールゾーンで指をちから左 

にスライドさせます。また、音量スクロールゾーンの左キ 
分をタツプまたは押すこともできます 



• 音量を上げるには、音量スクロールゾーンで指を左から右 

にスライドさせます。また、音量スクロールゾーンの右キ 
分をタツプまたは押すこともできます 

(4) 

スピーカ（コンピュータの裏面） 

サウンドを出力します 
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名称 



説明 

(5) 

オーディオ出力 

(へツ ドフオン）コネクタ 

ホ販の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフホン、イヤフホン、 
ヘッドセット、テレビオーディオなどを接綿します 

(6) 

オーディオ入力 

(マイク）コネクタ 

ホ販のコンピュータ用へッドセットのマイクまたはモノラルマイ 
クを接続します 
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オーディオ入力（マイク）コネクタの使用 


コンピュータには、ステレオアレイまたはモノラルマイクをサポートするステレオ（デュアルチヤ 
ネル）のマイクコネクタが装備されています。マイクを接続して録音ソフトウェアを使用すると、ス 
テレオ録音が巧能になります。 

マイクをマイクコネクタに接続する場合、 3.5 mm プラグのマイクを使巧してください。 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタの使用 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を痛めることがないように、音量の調整を行ってからへッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使巧してください。 

A を意： 外付け機器の損傷を防ぐため、モノラルチャネルコネクタをヘッドフォンコネクタに差し 
込まないでください。 


へッドフォンの接続に加え、へッドフォンコネクタは外部電源付きスピーカやステレオシステムな 
どのオーディオデバイスのオーディオ入力機能の接続にも巧われます。 

へッドフォンコネクタへの接続には 3.5 mm のステレナプラグな外は巧巧しないで〈ださい。 

へッドフォンコネクタに機器を接続すると、スピーカは無効になります。 
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音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使用します。 

• コンピュータ本体の音量ボタン： 

。 消音（ミュート）したり音量を元に戻したりするには、ミュートボタン （1) を押しま 
す。 

。 音量を下げるには、音量スクロールゾーン （2) で指をちから左にスライドさせます。ま 
た、音量スクロールゾーンの左半分をタップまたは押すこともできます。 

。 音量を上げるには、音量スクロールゾーン （3) で指を左からちにスライドさせます。ま 
た、音量スクロールゾーンのち半分をタップまたは押すこともできます。 
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• Windows ® の [ボリ ュームコント ロール]: 

a . タスクバーのち端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b . スライダを上下に動かして、音量を上げたり下げたりします。[ミュート]チェックボックス 
にチェックを入れて、音量を消'音します。 

-または- 

a . 通知領域の[音量]アイコンをダブルクリックします。 

b . [ボリュームコントロール]列で音量スライダを上下に動かして、音量を上げたり下げたりし 
ます。バランスの調整やミュートを行うこともできます。 

悟量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の手順に従って表示します。 

a . [スタート]一[コント ロール パネル]一[サウンド、音声、および才ーディオデバイス]一[サウ 
ンドと才ーディオデバイス]一情量タブの順に選択します。 

b . [タスクバーに音量アイコンを配置する]チェックボックスにチェックを入れます。 

C. [適用]をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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ビデオ機能の使用 

外付けモニタポートの使用 

外付けモニタポートは、外付けモニタやプロジェクタなどの外付けディスプレイデバイスをコンピ 
ュータに接続するためのポートです。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスケーブルを外付けモニタポートに接続しま 
す。 
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載を 記： 正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、 わ+ f 4 キー 
を押して画像をデバイスに転送します 。 fn + f 4 キーを繰り返し押すと、表示画面がコンピュータ本体 
のディスプレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 
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カメラの使用（一部のモデルのみ） 

-部のコンピュータモデルには、ディスプレイの上部にカメラが内蔵されています。さまざまなソフ 
トウエアと共にこのカメラを使用すると、な下のような機能を使用できます。 


• ビデオのキャプチャ 

• インスタントメツセージソフトウエアを使用したビデオのストリーミング 

• 静止画像の撮影 

載； ま記； 内蔵カメラに対応するソフトウェアの使巧ちまについては、そのソフトウェアのヘルプを参 
照してください。 


パフオーマンスを最適にするために、内蔵カメラを使用するときには次のガイドラインに従ってくだ 
さし、。 


• ビデオチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新のパ'-ジョンであるこ 
とを確認してください。 

• -部のネットワークファイアウォール間では、内蔵カメラが正しく動作しないことがありま 
す。他の LAN またはネットワークファイアウナール外の人との間でビデオの表示や送信に問題 
がある場合は、インターネットサービスプロバイダに問い合わせてください。 

• できる限り、カメラの背をの画面領域の外に明るい光源を置いてください。 

カメラコンポーネントの位置 



名称 


説明 

(1) 

カメラ 

ビデオを録画したり、静止画像を撮影したりします 

(2) 

カメラランプ 

点な：カメラでビデオをストリーミングまたは録画しています 

(3) 

カメラモードスイッチ 

• スイッチを左にスライドすると、カメラはマクロモードに 

なります。マクロモードで使用される焦点距離は約 10 cm 
で、近接画像の撮影に適しています 



• スイッチをちにスライドすると、カメラは通常モードじなり 

ます。通常モードで使用される焦点距離は約 50 cm で、カメ 
ラからの距離が標準的な範囲内にある画像の撮影に適してい 
ます 
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カメラのプロパティの調整 

な下のようなカメラのプロパティを調整できます。 

• [輝度]:画像に組み込まれる光の量を制御します。輝度の設をが高いほど画像が明るくなり、ほ 
いほど暗くなります。 

• [コントラスト]:画像の明るい領域と暗い領域の差を制御します。コントラスト設定が高いほど 
画像を強めます。化くなると元の情報のダイナミックレンジの大部分が保持されますが、画像 
は平らになります。 

• [色ネ目]:ある色を他の色と区別する色の印象を制御します（色を、ホ、緑、青などとするもの）。 
色ネ目は色彩とは異なります。色彩とは色相の強度を測定したものです。 

• [色彩]:最終的な画像の色の強度を制御します。色彩の設をを高くするほど力強い画像になり、 
おくするほど繊細な画像になります。 

• [シャープネス]:画像の端の定義を制御します。シャープネスの設定を高〈するほどはっきりし 
た画像になり、おくするほどソフトな画像になります。 

• [ガンマ]:画像の中レベルグレーまたは中間調に影響をちえるコントラストを制御します。画像 
のガンマを調整すると、シャドーとハイライトを大幅に変更しないで中範巧のグレートーンの 
輝度の値を変更できます。ガンマ設定がイ圧いほどグレーは黒のようになり、暗い色はさらに暗く 
なります。 

[プロパティ] ダイアログボックスは、内蔵カメラを使巧するさまざまなプログラムから、通常は構 

成、設定、またはプロパティメニューを使巧して表示できます。 
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名刺画像の取り込み 

カメラと Presto ! BizCard プログラムを組み合わせて使巧すると、名刺画像を取り込んで 、 Microsoft 
Outlook 連絡先などの各種の ア ドレス帳ソフトウ エアに そのテキストをエクスポー ト できます。 

名刺画像を取り込むには、な下の手順で操作します。 

1. カメラ モー ドスイッチを左にスライドし、カメラをマクロ モー ドにします。 



2. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [NewSoft] 一 [Presto! BizCard] 一 [Presto! BizCard] の順に 

選択して、 Presto ! BizCard を起動します。 

3. 1 枚の名刺の画像を取り込むには、 [File] (ファイル）一 [Snap One Card and Recognize](1 枚 

の力ードの画像を取り込んで認識）の順に選択します。 

-または- 

複数の名刺の画像を取り込むには、 [File] 一 [Snap Cards and Recognize] (複数の力ードの画像 
を取り込んで認識）の順に選択します。 

[Preview] (プレビュー）ウィンドウが開きます。 
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4. ディスプレイを、カメラランプロ）の点滅が停止してサウンドが聞こえるまでゆっくりと傾け 
ます（1)。 



これで、カメラの焦点が合った状態になります。 

5. コンピュータの前面にある名刺スロットに名刺を挿入し（1)、名刺をち方向に動かして （2) 力 
メラの位置に合わせます。 


腎を 記： 名刺の下端にある文字がスロットの影になっていないことを確認します。どうしても文 
字がスロットの影になってしまう場合は、名刺を180度回転させてください。 


-i* ' *™ ^ 
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〇會 

カメラが名刺の画像を取り込むと、カメラランプは消灯します。 

6. 複数の名刺の画像を取り込んでいる場合は、撮影巧みの名刺を取り出し、別の名刺を挿入しま 
す。力ードに焦点が合うと、カメラランプが点なします。カメラが名刺の画像を取り込むと、 
カメラランプは消灯します。 

この手順を、残りの名刺に巧して繰り返します。 
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7. 1 枚な上の名刺の画像取り込みが完了したら、スロットから名刺を取り出してディスプレイを元 
の位置まで立ち上げ、カメラモードスイッチを通常モードに戻します。 

8. Presto ! BizCard によって取り込まれたデータを表示して、すべてのデータが取り込まれたことを 
確認します。 

Presto ! BizCard について詳しくは、ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

内蔵カメラでのビデオの取り込み 

内蔵カメラでビデオを取り込み、後で再生することができます。 

m を記!~ ビデオを取り込む前に、カメラモードスイッチが通常モードとマクロモードのどちらか必 

要なモードになっていることを確認して〈ださい。 

例： [Windows ムービーメーカー]によるビデオの取り込み 

な下の例は、デモンストレーシヨンだけを目的として掲載しています。ここで説明しているビデオキ 
ャプチャプログラムは、お使いのコンピュータにインストールされていない場合があります。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一 [Windows ムービーメーカー]の順に選択し 

ます。 

2. [ビデオデバイスからの取り込み]をクリックします。[ビデオの取り込みウィザード]が起動しま 

す。 

3. 利用巧能なデバイスの一覧から内蔵カメラを選択します。 

4. マイクおよびカメラの設定を確認し、必要に応じて調整します。 

5. [次へ]をクリックします。 

6. ビデオファイルを保存するファイル名とパスを選択し、[次へ]をクリックします。 

7. ビデオの設定を選択し、[次へ]をクリックします。 

8. [取り込みの開始]をクリックします。録画を終了するときは、[取り込みの停止]をクリックしま 
す。 

9. [完了]をクリックし、ビデナファイルを保存してウィザードを終了します。 

載 を記:~~ 他のプログラムを使巧して、カメラでビデナを取り込むこともできます。詳しくは、特をの 

プログラムのオンラインヘルプを参照してください。 

インスタントメッセージングプログラムによるビデオのストリーミング 

内蔵カメラを使用すると 、 Windows Messenger などのインスタントメッセージングプログラムを介 
して、リアルタイムビデオで情報を送信できます。 

m を記:~~ ビデオのストリーミングを実行する前に、カメラモードスイッチが通常モードとマクロモ 

—ドのどちらか必要なモードになっていることを確認してください。 
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例： [Windows Messenger] によるビデオのストリーミング 

な下の例は、デモンストレーションだけを目的として掲載しています。ここで説明しているインスタ 
ントメッセージングプログラムは、お使いのコンピュータにインストールされていない場合があり 
ます。 

1. 通知領域にあるアイコンをダブルクリックして、 [Windows Messenger ] を起動します。 

2. [Windows Messenger ] にサインインします。 

3. [操作] 一 [Call/Video] (通話/映像通話）一[ビデオチャットの開始]の順に選択します。 

4. 連絡を取る人物の名前をクリックし、次に [0 のをクリックします。インスタントメッセージの 
ウィンドウが表示され、このメッセージ領域の横にはカメラからの画像が表示されます。 

5. [才ーディオとビデオのチューニングウィザード]が起動した場合は、その指示に従ってカメラと 
マイクの設定を最適化してくださし、。 

内蔵カメラによる静止画像の撮影 

内蔵カメラでは、静止画像も撮影できます。 

1. カメラモードスイッチが、通常モードとマクロモード'のどちらか必要なモードになっているこ 
とを確認してください。 

2. [スタート]一[コントロールパネル]一[スキャナとカメラ]の順に選択します。 

3. -覧でカメラをダブルクリックし、次に[次へ]をクリックします。 

4. [画像の撮影]をクリックします。 

5. [Pic 山 re Wizard ] の指示に従って、な下のオプションのどれかを選巧します。 

• 画像を Web サイトに公開する 

• 画像のプリントを;'主文する 

• お使いのコンピュータに画像を保存する 
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2 マルチメディアソフトウエアの操作 


寶を 記： オプティカルディスク （ CD および DVD ) を使用するには、別売の HP 2700 Ultra - Slim 用お 
張べースまたは外付けマルチベイにオプティカルドライブを装着して使用する必要があります。 

お使いのコンピュータにはマルチメディアソフトウエアがプリインストールされています。一部のモ 
デルでは、付属のナプティカルディスクに追加のマルチメディアソフトウエアが収録されています。 

コンピュータじ 搭載されている ハードウエアおよびソフトウエアによっては、 次の マルチメディアに 
関する操作がサポートされています。 

• 才ーディナ CD 、 ビデオ CD 、 才ーディオ DVD 、 ビデオ DVD 、 インターネットラジナなどのデ 
ジタルメディアの巧生 

• データ CD の作成またはコピー 

• オーディオ CD の作成、編集、および書き込み 

• ビデオまたはムービーの作成、編集、および DVD またはビデオ CD への書き込み 


A を意： 情報の消'失やディスクの損傷を防ぐために、次のガイドラインに従って〈ださい。 

ディスクに書き込む前に、コンピュータを、安定した外部電源に接結してください。コンピュータが 
バッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェアな外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピーホのディスクに、またはネットワークドライブからコピーホのディス 
クに直接コピーしないでください。まずコピー元のディスクまたはネットワークドライブからハード 
ドライブにコピーし、その後でハードドライブからコピー先のディスクにコピーしてください。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使ったり、コンピュータを移動したりしないでください。書 
き込み処理は振動の影響を受けやすいためです。 

腎 ミち記. コンピュータに付属のソフトウェアの使用方まについて詳しくは、ソフトウェアの説明書を 
参照してください。説明書はディスクまたは該当するプログラム内のヘルプファイルとして提供され 
ます。ソフトウェアの製造元の Web サイトから説明書を入手できる場合もあります。 
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プリインストールされたマルチメディアソフトウエアを開く 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択します。 

2. 起動するプログラムをクリックします。 
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ディスクからのマルチメディアソフトウエアのインス I ル 


1. ディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. 画面に指示が表示されたら、コンピュータを再起動します。 

マルチメディアソフトウエアの使用 

1. [スタート]一[すべてのプ□グラム]の順に選択し、使巧するマルチメディアプログラムを開きま 
す。たとえば 、 Windows Media Player で才ーディオ CD を巧生する場合は、 [Windows Media 
Player] をクリックします。 

m を記^_ プログラムがサブフォルダに存在する場合もあります。 

2. 才ーディオ CD などのメディアディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 

-または- 

1. 才ーディオ CD などのメディアディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

[自動巧生]ダイアログボックスが開きます。 

2. タスクー覧でマルチメディアタスクをクリックします。 

再生の中断の予防 

CD や DVD の巧生が中断される可能性をほ減するには、な下の点を確認してください。 

• CD または DVD を巧生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• ディスクの再生中は、ハードウエアの着脱を行わないでください。 

ディ スクの再生中に ハイ/くネーシヨン またはスタ ン バイを起動しないでください。起動すると、続行 
するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表示された 
ら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると次のようになります。 

• 巧生が再開します。 

-または- 

• マルチメディアプログラムの巧生ウィンドウが閉じます。 CD または DVD の再生に戾るには、 
マルチメディアプログラムの[巧生]ボタンをクリックしてディスクをちび起動します。まれに、 
プログラムを終了してから巧起動しなければならない場合があります。 

DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧するをくの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
より著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードカ 《 DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 
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A ま意； DVD ドライブの地域設定を変更できるのは5回までです。 

5回目に選択した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

ドライブの地域の残り変更可能回数が [ DVD 地域]タブの[残り変更回数]ボックスに表示されます。こ 
のフィールドに S 回目に指定された値が最終的な設定になり、な後変更はできません。 

オペレーティング システムで 設定を変更するには、次の手順を行います。 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選巧します。 

2. ウィンドウをちクリックし、 [プロパティ] 一 [ハー ドウ エア] タブー [デバイスマネージャ] の順に 
選巧します。 

3. [ DVD / CD - ROM ドライブ]の隣の [+] 記号をクリックし、地域設定を変更する DVD ドライブをち 
クリックします。次に [プロパティ] をクリックします。 

4. [ DVD 地域]タブで地域を変更します。 

5. [0 のをクリックします。 

著作権に関する警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権により保護されたものを許 
巧なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。このコンピュータをそのような目的に使 
巧しないでください。 
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